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研究成果の概要（和文）： 

本研究の成果は大きく分けて二つある。一つは、従来のカタログ的な着衣研究ではなく、個別

地域の具体的な文脈から引き離さず、着衣、身体、女性の関係を読み解くための共通の枠組を

構築し、ローカルな視点とグローバルな視点の接合によって開ける多様性のなかの着衣研究の

可能性を提示したことである。男性身体の周縁に位置づけられた女性身体の可変性、着衣によ

る身体のイコン化と増殖現象、共同体による着衣身体の共有と変換、ジェンダー秩序のなかで

受容される女性身体の意味とその操作、そして既存の共同体の集合的に実践や意識／無意識が、

視覚表象と深く関わり相互交渉がなされていることを明らかにした。 

二つめは、日本では「着衣する身体の政治学」と題し、タイでは「着衣する身体と異性装―日・

タイの比較―」と題した国際シンポジウムを開催し、単に抽象的、モデル的に着衣研究の事例

を理解するのではなく、現場に即した肌に触れる知を通して、実践知と暗黙知を提示したこと

である。 

 
研究成果の概要（英文）： 
There are two major achievements for this project.  First, I haveconstructed a framework 
for comprehending the relations betweenclothing, bodies and women in the tangible context 
of each surveyarea, and thereby I have suggested great potential of the clothing 
study in the scheme of local and global perspectives.  Unlike thetraditional taxonomic 
approach, such new methodology of the clothingstudy illuminates the following 
attributable significance of clothing: the fluidity of female bodies situated as the 
periphery of malebodies; the canonization and consequent multiplication of human 
bodiesthrough clothing; the communization and modification of clothing 
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１．研究開始当初の背景 
  本研究は、アジア、アフリカ、ヨーロッ
パのさまざまな地域を研究対象とする旧大
阪外国語大学教員、特に総合科目女性学リレ
ー講義を担当していた教員を母胎に、着衣、
身体、ジェンダーをキーワードにして個別地
域における事例の集積と比較検討するため
の枠組を検討する研究会が出発点であった。
当時 24 言語をそろえていた大阪外国語大学
では、着衣という共通の素材をローカルな視
点で徹底的に調査・研究するだけの人的資源
および地域研究の経験蓄積があり、それを十
分に活用できる環境が整っていた。個別具体
性に着目した着衣研究は多いが、それを単な
る事例報告ではなく、グローバルの接合面で
身体、女性の周縁化を解明するような比較の
視座を提示する可能性を議論していた。そう
した研究会の一方で、メンバーは各自のフィ
ールド調査の準備を開始していた。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、着衣という共通の素材
を通して、特定の社会におけるジェンダーの
あり方を研究し、さらに、地域間の比較を行
うことによって、最終的に、グローバルな視
点から、世界における女性の周縁化を理解し
ようとするものである。人類社会において着
衣は、他者に見せ、自己を相対化させながら、
特定の社会への帰属を示し、あるいは、ジェ
ンダー、宗教、職能といった社会内部の構造
を映し出してきたが、近代化の過程において
は、着衣は伝統社会における日常と非日常の
ルーティーンから離れ、ある特定の意味を強
く帯びるようにもなっている。例えば、国民
国家やエスニシティにおける政治性であり、
「国民服」や「民族服」の創造がその例であ
る。あるいは、資本主義的欲望の対象となる
差異の指標としての着衣であり、 西洋的な
企画の衣服に民族性を取り込んだファッシ
ョンとしての「民族衣装」がその例だとも言
える。このような、個人、ローカル、ネイシ
ョン、リージョナル、グローバルなアイデン
ティティの重層性の中で立ち現れている着
衣という現象を、一つは、個別地域における
ローカルな視点から、もう一つは、共通の枠
組みに基づいたグローバルな視点から研究
すること、これらの二段階にわたる研究成果
を総合し、グローバリゼーションの進む世界
における、女性の周縁化の状況を解明するこ

とが、本研究の学術的側面における最終的な
目的である。 
 
３．研究の方法 
（１）アジア、アフリカ、ヨーロッパ、日本
の個別地域（歴史的地域社会も含む）につい
て、個別具体的な着衣をめぐる現象の実地調
査を行い、徹底的にローカルな文脈での解釈
を試みる。また、歴史的地域社会については、
一次資料の積極的な収集（図像含む）を行い、 
実証的な方法で現象にアプローチした。 
 
（２）集積された個別事例の比較検討を行う
ために、川田順三が提起した「文化の三角測
量」を継承し、東京分科会も含めた全体討議
を重ねることによって、ローカルな視点を交
叉させるという方法をとった。 
 
４．研究成果 
（１）従来のカタログ的な着衣研究ではなく、
個別地域の具体的な文脈から引き離さず、着
衣、身体、女性の関係を読み解くための共通
の枠組を構築し、ローカルな視点とグローバ
ルな視点の接合によって開ける多様性のな
かの着衣研究の可能性を提示した。その成果
は、20 数本の論文となり、「着衣の歴史」「身
体の政治」「身体の歴史」という大枠で編集
され、三巻本として刊行される予定である。
とりわけ、東京分科会は、着衣をめぐる表象
の政治性を明らかにし、着衣と表象をめぐる
諸現象の基本的な枠組を提示した。その３年
間の研究成果として、男性身体の周縁に位置
づけられた女性身体の可変性、着衣による身
体のイコン化と増殖現象、共同体による着衣
身体の共有と変換、ジェンダー秩序のなかで
受容される女性身体の意味とその操作、そし
て既存の共同体の集合的に実践や意識／無
意識が、視覚表象と深く関わり相互交渉がな
されていることを各々のテーマの中に内在
させた報告書を 2009 年 3 月に刊行した。 
（２）２回の国際シンポジウムを開催し、単
に抽象的、モデル的に事例を理解するのでは
なく現場に即した肌に触れる知を提示した。
一つは、大阪大学・グローバルコラボレーシ
ョンセンターとの共催で「着衣する身体の政
治学」と題するシンポジウム（2009 年 2 月 5
日 於神戸ファッション美術館）、「肌に触れ
る知の発見」と題するワークショップ・エキ
シビション（2 月 7 日－8 日）を開催した。



 

 

特にワークショップ・エキシビションでは、
苦境に立つ「伝統」的染織に寄り添っている
人々を報告者として招き、報告者の語りと染
織を肌で感じることで、私たち自身の飼い馴
らされた身体に気づき、実践知、暗黙知とし
ての「衣」文化の理解を試みた。「衣」文化
を伝統／近代の二項対立で捉える西欧近代
の暴力性の再生産に抗う、別の知のあり方を
提示した。この成果は報告書として 3月末に
刊行した。二つ目は、タイ国チュラーローン
コン大学文学部と共同開催した「着衣する身
体と異性装―日・タイの比較―」と題するシ
ンポジウム(2010 年１月８日)である。〈衣服
と異性装〉というテーマに焦点を当て、ジェ
ンダーの観点から両国における専門家によ
る事例の分析にくわえ、教員・学生の参加の
もと、〈衣服と異性装〉にまつわる観点から
様々なトピックを立て、意見交換およびディ
スカッションを行った。トランスジェンダー
の先進地域であるタイで、衣服と異性装をめ
ぐって生ずる実際的な文化状況を捉え、そこ
にみられる両国の差異および社会的摩擦な
ど、現場に密着した場面での理解を試みた。
この成果は 2010 年 3 月に報告書として刊行
した。 
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